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1．は じ めに

　溶液 は，幅 広 い 校種で用 い られ る教材 で あ る．

濃厚 水溶液 を希釈 して 所 定濃度 の 希 薄水溶 液 を

調製す る場合 ，煩雑 な計算を実行 し なけれ ばな ら

な い ．し か し，普遍 的 に 利用 で きる計算 式は ， 報

告 され て い ない ．

　本報 で は，二 成分系溶液 に関す る 希釈式 を誘導

し た ．そ して ，こ れ らの 式 の 学校 教育現場 にお け

る具体的な活用 方法に っ い て も検討 した．

2．溶液の 希釈式 の誘導

（1）質量分率 に 関する 希釈式

　 い ま，溶質 （成分 1）の 質量分率 w1 の 溶液が

躍 ［kg亅あ り，これ を w
’
1．　dld（Wl ＞ ve1．　d、1）まで希釈する

場合 を考 え る ．希釈後 の 溶液 の 質量 を Mdi
、［kg］と

する と，希釈の 前後で溶質の 質量 が 保存 され るか

ら，
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が成立 する．式（1）の 左 辺 は，希釈 に伴 う質量 の

増分，すなわ ち，加え る溶媒 の 質量を表す ．よっ

て ，w
、 山 、

ま で 希釈す るには，希釈前 の 溶液 m ［kgI

に溶媒 擢 （w ！w 　 　 　 l
　　　t　　　 1，d11 ）［kgユを加 えれば よ い ．

（2）モ ル 濃度 に関す る希釈式

　い ま ， 溶質 （成分 1＞ の モ ル 濃度 Cl ［mol
・nゴ
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の 溶液 が V ［m3 ］あ り ，
こ れ を ％ 1 ［mol

・　m
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c
、 dii）ま で 希釈す る場合 を考 え る．希釈 後 の 溶液

の 体積 を Vdil［m3 ］とす る と，希釈 の 前後で 溶質 の

物質量が保存され る か ら，
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が成立す る．こ こ で 式（2）の 左 辺 は，希釈に伴 う

体積の増分を表す．質量や物質量 とは異な り，体

積に 関し て は 加成性が 成立 しな い ．す な わ ち こ れ

は ，加 え る溶媒の 体積で は な い ．溶液 を希釈す る

場合に は ，希釈前の 溶液を正 確に μ ［m3 ］測 り，
溶 液の 全量 が VCI！c

、
　
di、［m3 】に な る ま で 溶媒を加

え な け れ ばな ら な い ．

　濃度変 換式 ［1，2］よ り，式（1）は ，
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とな る．こ こ で ，d ［kg・m
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それ ぞれ希釈前後 の 溶液 の 密度で ある．式（3）の

両辺 を d で割る と，
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とな る．希釈前後 の 溶液 の 密度が一一
定 である と近

似で きる場合，d ／・ ddil．だ か ら，式（4）は
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とな り，式（2）と
一

致す る．式（5）の 左辺 は，希釈

に伴う体積 の 増分を表す．d ・d
，、［の 条件下 で は ，

7 は m に 比 例 し，体積に 関 して も加成性 が 成立

する よ うに なる．こ の 場 合，式（5）の 左 辺 は，加

え る溶媒 の 体積 を意味す る．よ っ て ， Cl．di， ［mol

・　m
’3
］ま で 希釈するには，希釈前 の 溶液 V ［m3 ］に，

溶媒 V（el　1　c 、．山1
− 1）［m31 を加えれば よい ．

3．溶液 の希釈式 の 応用

　溶液 の 希釈式 は ， さま ざまな揚面 で利用が可能
で ある．具体 的な活用 事例をつ ぎ に 示す．

（事例） 20 ％ の 塩化ナ トリウム 水溶液 10g が あ

る．こ れ を希釈 して 5，0 ％ の 水溶液 を 調製す る．
こ の ときに，加 え る水 の 質量 を求 め た い ．

（解説）式（1）の 右 辺 に，躍 ； 10g ，　 Wl
＝0．20，

Wl ．　dil．
；O．050 を代入 して ，

　　 10g （0．2010 ．050 − 1）一30　g
す なわち ， 水 を 30g 加 えれば よい ．

　既知 の 値を代人 する だけ で，希釈に 必 要な水 の

質量 が 即座 に算出で き る ，学校教育現場に お い て ，
理科を指導する教員や化学を学ぶ 高校生 が ，実際

に 溶液 を希釈 す る 場 合に有用 で あ る と 思 わ れ る ．
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